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大切にしたい  あなたとのつながり

AKISHIN トピックス

TOPICS上半期

　今年は７人の新入職員が入庫しました。お取引
先の皆様にもご指導いただきながら、一日も早く
独り立ちし皆様のお役に立てるよう育成してまい
ります。

　８月３日より開催された秋田竿燈祭りに、「柳町」
（大町４丁目）へスポンサー竿燈として参加しまし
た。地域貢献の一環として当金庫職員も15名が参
加し、会場の皆様から大きな拍手をいただきました。

　当金庫横手支店につきまして、建物老朽化によ
る店舗の建替工事に伴い、５月13日より、旧秋田
県信用保証協会横手・湯沢支所であった建物を仮
店舗として賃借し、移転しました。
　工事期間中は皆様には何かとご不便とご迷惑を
お掛けいたしますが、何卒ご理解とご協力のほど、
よろしくお願い申し上げます。
　なお、新店舗のオープンは、2025年６月を予定
しております。

　４月１日より、ジェンダー平等の実現や環境問
題への配慮等のため、女性職員の制服廃止および
男性職員のネクタイ着用自由化を実施することと
しました。
　金庫役職員一同、引き続きお客様の良きパート
ナーとして、身近に感じていただける金融機関を
目指して取り組んでまいります。

　当金庫では、一般社団法人日本カーシェアリン
グ協会が提供する「災害時返却カーリース」を活
用し、営業車両６台を導入しております。
　「災害時返却カーリース」は、大規模災害が発生
した際に、10日以内に同協会が指定する場所に返
却することが条件となるカーリース契約で、７月
に発生した秋田・山形豪雨では、同協会の現地調
査により支援ニーズを確認した山形県酒田市に当
該リース車両６台が配備され、８月７日より被災
者等に無償で貸与されることとなりました。
　当金庫では、引続き同協会との連携を通じ、災
害時にも大きな力を発揮できる助け合いの意識を
醸成するとともに、ＳＤＧｓの達成に向けた取り
組みを推進してまいります。
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　６月25日、第75回通常総代会を開催し、2023
年度決算について報告し、同剰余金処分案等につ
いて決議しました。

　７月１日、県内５金融機関（当金庫、羽後信用
金庫、秋田銀行、北都銀行、秋田県信用組合）は、
政府、産業界、金融界が推進している「手形小切
手の全面的な電子化」に向けて、お取引先への周
知活動や電子化支援に、連携して取り組むことと
しました。
　５金融機関が、統一して共通ポスターの店頭掲
示や共通リーフレットの配布を行い、インターネッ
トバンキングやでんさいといった電子的決済手段
への早期移行をサポートする取り組みを行ってま
いります。

　７月９日、2024年度のモニター会議を開催し、
2023年度決算の状況等について報告しました。

　秋田県では、官民を挙げて大卒者等の更なる県
内定着・回帰を促進するため、本県産業の新時代
への挑戦に向けて、飛躍を目指す企業と連携し、
県内就職者の経済的負担を軽減する、新たな奨学
金返還助成制度を創設しました。
　当金庫では、秋田県の人口減少対策への協力と
いう地域貢献の観点に加え、就活生へのアピール
と職員の福利厚生の向上を目的とし、本制度へ登
録しました。

　９月14日～16日、「第26回あきしん杯争奪少年
サッカー大会」を開催しました。地域との共生と
青少年の健全育成を目的として、秋田市サッカー
協会との共催により開催しており、今年も21チー
ムが参加しました。　

「第75回通常総代会」開催

「手形・小切手の全面的な電子化」に
　　　　　向けた県内金融機関連携

「2024年度モニター会議」開催

「あきた企業連携型奨学金
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特殊詐欺被害防止に
向けた取り組み

　昨今の高齢者を狙った特殊詐欺は年々巧妙化しており、
地元紙にも毎日のように被害状況が掲載されるなど地域
の大きな問題となっています。
　こうした状況を踏まえ、10月
15日の年金支給日に、当金庫、
羽後信用金庫、富国生命保険相
互会社、秋田県警察の４団体が
共同で、特殊詐欺被害を防ぐ合
言葉「あきた」を掲載したチラ
シを来店顧客に配布し、被害防
止に向けた啓蒙活動を実施しま
した。
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あきしんの現況
秋田信用金庫半期開示ディスクロージャー誌
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詳しくは、店頭窓口またはホームページにてご確認ください。
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　預金につきましては、個人の定期性預金が流動性預
金へのシフト等により減少しましたが、法人の定期性
預金が増加したほか、流動性預金は、個人および一般
法人ともに増加したことから、前年同期比2,372百万
円増加しました。    
　貸出金につきましては、店舗や賃貸物件の建設資金
および再生可能エネルギー関連等の設備資金の実行
に加え、個人ローン残高が増加し、前年同期比2,303
百万円増加しました。     
     

 　業務純益は、貸出金残高の増加や市場金利の上昇等による資金運用
収益の増加を主因に、業務収益が前年同期比56百万円増加しましたが、
預金利息、役務取引等費用および経費の増加等から、業務費用は同84
百万円の増加となり、同28百万円減少の196百万円の計上となりました。
　また、経常利益は、業務純益の減少に加え、貸倒引当金等信用コス
トの増加や臨時収益の減少（前年同期は、信用コストの戻入益や豪雨
災害に伴う損害保険金を計上）から、前年同期比73百万円減少の171
百万円の計上となり、法人税および法人税等調整額計上後の当期純利
益は、同73百万円減少の124百万円の計上となりました。
　◆2024年９月期実質業務純益　197百万円
　　実質業務純益は、業務純益から一般貸倒引当金繰入額の影響を除いたもので、
前年同期比27百万円減少しました。  
　  ◆2024年９月期コア業務純益　200百万円（うち投資信託解約益２百万円） 
　コア業務純益は、実質業務純益から国債等債券損益の合計額を除いて算出さ
れた本来業務から得られる利益のことで、前年同期比24百万円減少しました。  
     

 ◆貸出金業種別構成比

 ◆預貸金の推移

業況及び諸比率の推移
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● 自己資本の充実の状況等● 有価証券の状況

● 開示債権の状況

2024年９月期の業績

　2024年９月期の不良債権比率は、不良債権残高の減少と貸出金残高の増加から、前年同期比0.20ポイント低下し5.25％となり
ました。また、不良債権の95.44％が貸倒引当金や担保・保証等 により保全され、さらに自己資本となる純資産6,806百万円を有
し万全を期しております。 

１．売買目的有価証券　　　該当する取引はありません。
２．満期保有目的の債券

（注）時価を把握することが極めて困難と認められる有価証券のうち、主なものの内容と貸借対照表計上額は次の通りです。 
　　・その他有価証券  
　　　秋田まちづくりファンド 24百万円
　　　非上場株式 33百万円

３．その他有価証券 （単位：百万円）

種　　類
2023年９月期 2024年３月期 2024年９月期

貸借対照表
計　上　額 取得原価 差　　額 貸借対照表

計　上　額 取得原価 差　　額 貸借対照表
計　上　額 取得原価 差　　額

貸借対照表計上
額が取得原価を
超えるもの

株　　式 － － － － － － － － －
国内債券 5,362 5,278 84 5,545 5,459 86 4,022 3,957 65
そ の 他 7,126 6,552 574 7,742 7,088 654 8,260 7,588 672
小　　計 12,489 11,830 658 13,288 12,547 740 12,283 11,545 738

貸借対照表計上
額が取得原価を
超えないもの

株　　式 － － － － － － － － －
国内債券 15,513 16,180 △    667 14,640 15,171 △    530 16,455 17,062 △    606
そ の 他 16,446 18,241 △ 1,794 15,846 17,071 △ 1,224 15,374 16,681 △ 1,307
小　　計 31,960 34,422 △ 2,462 30,487 32,242 △ 1,755 31,830 33,744 △ 1,913

合　　　計 44,449 46,253 △ 1,803 43,775 44,789 △ 1,014 44,113 45,289 △ 1,175

 ◆保有有価証券等の時価情報

（注）○「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」は、破産、会社更生、再生手続等の事由により経営破綻に陥っている債務者に対する債権及び
これらに準ずる債権で、債務者区分が破綻先および実質破綻先に該当する債権です。

　　○「危険債権」は、債務者が経営破綻の状態には至っていないが、財政状態及び経営成績が悪化し、契約に従った債権の元本及び利息の受
取ができない可能性の高い債権で、債務者区分が破綻懸念先に該当する債権です。

　　○「要管理債権」は、債務者区分が要注意先に該当する債権のうち、3ヵ月以上延滞債権及び貸出条件緩和債権に該当する債権です。
　　○「正常債権」は、債務者の財政状態及び経営成績に特に問題のない債権であり、「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」、「危険債権」、「要

管理債権」以外の債権をいいます。

0

2000

4000

6000

8000

10000

12000

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

55000

60000

65000

70000

50,000

55,000

60,000

65,000

70,000

75,000

80,000

2024年9月期
不良債権 保全額と純資産

純資産
6,806

15

担保・保証等
3,257

貸倒引当金
809

2023年9月期 2024年3月期 2024年9月期

1,014

3,230

32

要管理債権

破産更生債権及び
これらに準ずる債権
危険債権

正常債権

50000

55000

60000

65000

70000

75000

80000

50000

55000

60000

65000

70000

75000

80000

グラフ崩す前のデータ

24
25

76,773

3,230

1,014

75,411

3,334

937

74,411

3,264

1,005
15

（単位：百万円）

（単位：百万円）

種　　類
2023年９月期 2024年３月期 2024年９月期

貸借対照表
計　上　額 時　　価 差　　額 貸借対照表

計　上　額 時　　価 差　　額 貸借対照表
計　上　額 時　　価 差　　額

時価が貸借対照
表計上額を超え
るもの

国内債券 － － － － － － － － －
そ の 他 100 102 2 100 101 1 100 102 2
小　　計 100 102 2 100 101 1 100 102 2

時価が貸借対照
表計上額を超え
ないもの

国内債券 － － － － － － － － －
そ の 他 － － － － － － － － －
小　　計 － － － － － － － － －

合　　　計 100 102 2 100 101 1 100 102 2

　信用金庫は、国内に特化する金融機関であることから、国
内基準で４％以上の自己資本比率を維持することが義務付け
られております。2024年９月期の自己資本比率は、利益計上
による自己資本の増加等から前年同期比0.39ポイント上昇の
12.53％となり、国内基準を大幅に上回る水準となっており
ます。

★自己資本の構成に関する事項 （単位：百万円）

 ◆自己資本比率の推移

（注）自己資本比率の算出方法を定めた「信用金庫法第89条第１項において準用する
銀行法第14条の２の規定に基づき、信用金庫及び信用金庫連合会がその保有す
る資産等に照らし自己資本の充実の状況が適当かどうかを判断するための基
準」(2006年金融庁告示第21号)に基づき算出しております。なお、当金庫は国
内基準により自己資本比率を算出しております。

★自己資本の充実度に関する事項 （単位：百万円）

項　　目
2023年９月期 2024年３月期 2024年９月期

リスク・
アセット

所要自己
資 本 額

リスク・
アセット

所要自己
資 本 額

リスク・
アセット

所要自己
資 本 額

イ．信用リスクアセット・
所要自己資本の額合計 62,125 2,485 60,322 2,412 61,322 2,452

①標準的手法が適用されるポート
フォリオごとのエクスポージャー 58,892 2,355 56,419 2,256 56,995 2,279

現金 － － － － － －

我が国の中央政府及
び中央銀行向け － － － － － －

外国の中央政府及び
中央銀行向け 72 2 72 2 72 2

国際決済銀行等向け － － － － － －

我が国の地方公共団体向け － － － － － －

外国の中央政府等以
外の公共部門向け － － － － － －

国際開発銀行向け － － － － － －

地方公共団体金融機構向け － － － － － －

我が国の政府関係機関向け 375 15 371 14 367 14

地方三公社向け 20 0 20 0 20 0

金融機関及び第一種金
融商品取引業者向け 8,071 322 7,279 291 7,292 291

法人等向け 30,645 1,225 29,614 1,184 29,550 1,182

中小企業等向け及び個人向け 10,119 404 10,505 420 10,833 433

抵当権付住宅ローン 1,391 55 1,330 53 1,269 50

不動産取得等事業向け 2,348 93 2,300 92 2,684 107

3ヵ月以上延滞等 26 1 15 0 33 1

取立未済手形 3 0 5 0 3 0

信用保証協会等による保証付 491 19 493 19 513 20

株式会社地域経済活性化
支援機構等による保証付 － － － － － －

出資等 58 2 58 2 58 2

上記以外 5,267 210 4,353 174 4,296 171

他の金融機関等の対象資本調
達手段のうち対象普通出資等
及び外部TLAC関連調達手段
に該当するもの以外のものに
係るエクスポージャー

1,200 48 － － － －

信用金庫連合会の対象普通出資
等であってコア資本に係る調整
項目の額に算入されなかった部
分に係るエクスポージャー

627 25 890 35 874 34

特定項目のうち調整項目に算入され
ない部分に係るエクスポージャー 464 18 480 19 474 18

上記以外のエクスポージャー 2,975 119 2,982 119 2,947 117

②証券化エクスポージャー － － － － － －
③リスク・ウェイトのみなし計
算が適用されるエクスポー
ジャー（ルック・スルー方式）

3,950 158 3,902 156 4,327 173

④経過措置によりリスク・アセッ
トの額に算入されるものの額 － －

⑤他の金融機関等の対象資本調達手
段に係るエクスポージャーに係る
経過措置によりリスク・アセット
の額に算入されなかったものの額

△720 △28 － － 　　－ 　　　－

⑥CVAリスク相当額を
8％で除して得た額 － － － － － －

⑦中央清算機関関連エクスポージャー 2 0 0 0 0 0

ロ．オペレーショナル・リスク 3,280 131 3,491 139 3,491 139

ハ．単体総所要自己資本額（イ＋ロ） 65,406 2,616 63,813 2,552 64,814 2,592

（注）１．所要自己資本の額＝リスクアセット×４%
２．「エクスポージャー」とは、資産（派生商品取引によるものを除く）並びに
オフバランス取引及び派生商品取引の与信相当額等のことです。

３．「３カ月以上延滞等」とは、元本又は利息の支払が約定支払日の翌日から３
カ月以上延滞している債務者に係るエクスポージャー及び「我が国の中央
政府及び中央銀行向け」から「法人等向け」（「国際決済銀行等向け」を除く）
においてリスク・ウェイトが150％になったエクスポージャーのことです。

４．当金庫は、基礎的手法によりオペレーショナル・リスクを算出しています。

５．単体総所要自己資本額＝単体自己資本比率の分母の額×４％

＜オペレーショナル・リスク（基礎的手法）の算定方法＞
粗利益（直近３年間のうち正の値の合計額）×15％
直近３年間のうち粗利益が正の値であった年数

項　　目 2023年
９月期

2024年
３月期

2024年
９月期

コア資本に係る基礎項目（１）

普通出資又は非累積的永久優先出資に係る
会員勘定の額 7,836 7,869 7,982

うち、出資金及び資本剰余金の額 1,242 1,250 1,239

うち、利益剰余金の額 6,593 6,643 6,742

うち、外部流出予定額　（△） － 24 －

うち、上記以外に該当するものの額 － － －
コア資本に係る基礎項目の額に算入される
引当金の合計額 131 165 166

うち、一般貸倒引当金コア資本算入額 131 165 166

うち、適格引当金コア資本算入額 － － －

その他コア資本に係る基礎項目の額に含まれる額 － － －

コア資本に係る基礎項目の額　（イ） 7,968 8,034 8,148

コア資本に係る調整項目（２）

無形固定資産（モーゲージ・サービシング・
ライツに係るものを除く。）の額の合計額 23 18 25

うち、のれん及びモーゲージ・サービシン
グ・ライツに係るもの以外の額 23 18 25

コア資本に係る調整項目の額　（ロ） 23 18 25

自己資本

自己資本の額   （（イ）ー（ロ））　（ハ） 7,944 8,015 8,123

リスク・アセット等（３）

信用リスク・アセットの額の合計額 62,125 60,322 61,322

うち、経過措置によりリスク・アセットの
額に算入される額の合計額 △ 720

うち、他の金融機関等向けエクスポージャー △ 720 － －

うち、上記以外に該当するものの額 －
オペレーショナル・リスク相当額の合計額を
８％で除して得た額 3,280 3,491 3,491

リスク・アセット等の額の合計額　（二） 65,406 63,813 64,814

自己資本比率

自己資本比率   （（ハ）／（ニ））　 12.14% 12.56% 12.53%

 ●損益状況の推移

● 預金貸出金残高

● 損 益 状 況

　当金庫ではお客様からお預かりした資金の一部を、信用力の高い債券を中心とした有価証券等で運用しております。

秋田信用金庫に対し、平素より格別のご愛顧を賜り、
心よりお礼申し上げます。
当金庫の2024年９月期の主な経営内容をお知らせい
たします。
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　預金につきましては、個人の定期性預金が流動性預
金へのシフト等により減少しましたが、法人の定期性
預金が増加したほか、流動性預金は、個人および一般
法人ともに増加したことから、前年同期比2,372百万
円増加しました。    
　貸出金につきましては、店舗や賃貸物件の建設資金
および再生可能エネルギー関連等の設備資金の実行
に加え、個人ローン残高が増加し、前年同期比2,303
百万円増加しました。     
     

 　業務純益は、貸出金残高の増加や市場金利の上昇等による資金運用
収益の増加を主因に、業務収益が前年同期比56百万円増加しましたが、
預金利息、役務取引等費用および経費の増加等から、業務費用は同84
百万円の増加となり、同28百万円減少の196百万円の計上となりました。
　また、経常利益は、業務純益の減少に加え、貸倒引当金等信用コス
トの増加や臨時収益の減少（前年同期は、信用コストの戻入益や豪雨
災害に伴う損害保険金を計上）から、前年同期比73百万円減少の171
百万円の計上となり、法人税および法人税等調整額計上後の当期純利
益は、同73百万円減少の124百万円の計上となりました。
　◆2024年９月期実質業務純益　197百万円
　　実質業務純益は、業務純益から一般貸倒引当金繰入額の影響を除いたもので、
前年同期比27百万円減少しました。  
　  ◆2024年９月期コア業務純益　200百万円（うち投資信託解約益２百万円） 
　コア業務純益は、実質業務純益から国債等債券損益の合計額を除いて算出さ
れた本来業務から得られる利益のことで、前年同期比24百万円減少しました。  
     

 ◆貸出金業種別構成比

 ◆預貸金の推移

業況及び諸比率の推移
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● 自己資本の充実の状況等● 有価証券の状況

● 開示債権の状況

2024年９月期の業績

　2024年９月期の不良債権比率は、不良債権残高の減少と貸出金残高の増加から、前年同期比0.20ポイント低下し5.25％となり
ました。また、不良債権の95.44％が貸倒引当金や担保・保証等 により保全され、さらに自己資本となる純資産6,806百万円を有
し万全を期しております。 

１．売買目的有価証券　　　該当する取引はありません。
２．満期保有目的の債券

（注）時価を把握することが極めて困難と認められる有価証券のうち、主なものの内容と貸借対照表計上額は次の通りです。 
　　・その他有価証券  
　　　秋田まちづくりファンド 24百万円
　　　非上場株式 33百万円

３．その他有価証券 （単位：百万円）

種　　類
2023年９月期 2024年３月期 2024年９月期

貸借対照表
計　上　額 取得原価 差　　額 貸借対照表

計　上　額 取得原価 差　　額 貸借対照表
計　上　額 取得原価 差　　額

貸借対照表計上
額が取得原価を
超えるもの

株　　式 － － － － － － － － －
国内債券 5,362 5,278 84 5,545 5,459 86 4,022 3,957 65
そ の 他 7,126 6,552 574 7,742 7,088 654 8,260 7,588 672
小　　計 12,489 11,830 658 13,288 12,547 740 12,283 11,545 738

貸借対照表計上
額が取得原価を
超えないもの

株　　式 － － － － － － － － －
国内債券 15,513 16,180 △    667 14,640 15,171 △    530 16,455 17,062 △    606
そ の 他 16,446 18,241 △ 1,794 15,846 17,071 △ 1,224 15,374 16,681 △ 1,307
小　　計 31,960 34,422 △ 2,462 30,487 32,242 △ 1,755 31,830 33,744 △ 1,913

合　　　計 44,449 46,253 △ 1,803 43,775 44,789 △ 1,014 44,113 45,289 △ 1,175

 ◆保有有価証券等の時価情報

（注）○「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」は、破産、会社更生、再生手続等の事由により経営破綻に陥っている債務者に対する債権及び
これらに準ずる債権で、債務者区分が破綻先および実質破綻先に該当する債権です。

　　○「危険債権」は、債務者が経営破綻の状態には至っていないが、財政状態及び経営成績が悪化し、契約に従った債権の元本及び利息の受
取ができない可能性の高い債権で、債務者区分が破綻懸念先に該当する債権です。

　　○「要管理債権」は、債務者区分が要注意先に該当する債権のうち、3ヵ月以上延滞債権及び貸出条件緩和債権に該当する債権です。
　　○「正常債権」は、債務者の財政状態及び経営成績に特に問題のない債権であり、「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」、「危険債権」、「要

管理債権」以外の債権をいいます。
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（単位：百万円）

（単位：百万円）

種　　類
2023年９月期 2024年３月期 2024年９月期

貸借対照表
計　上　額 時　　価 差　　額 貸借対照表

計　上　額 時　　価 差　　額 貸借対照表
計　上　額 時　　価 差　　額

時価が貸借対照
表計上額を超え
るもの

国内債券 － － － － － － － － －
そ の 他 100 102 2 100 101 1 100 102 2
小　　計 100 102 2 100 101 1 100 102 2

時価が貸借対照
表計上額を超え
ないもの

国内債券 － － － － － － － － －
そ の 他 － － － － － － － － －
小　　計 － － － － － － － － －

合　　　計 100 102 2 100 101 1 100 102 2

　信用金庫は、国内に特化する金融機関であることから、国
内基準で４％以上の自己資本比率を維持することが義務付け
られております。2024年９月期の自己資本比率は、利益計上
による自己資本の増加等から前年同期比0.39ポイント上昇の
12.53％となり、国内基準を大幅に上回る水準となっており
ます。

★自己資本の構成に関する事項 （単位：百万円）

 ◆自己資本比率の推移

（注）自己資本比率の算出方法を定めた「信用金庫法第89条第１項において準用する
銀行法第14条の２の規定に基づき、信用金庫及び信用金庫連合会がその保有す
る資産等に照らし自己資本の充実の状況が適当かどうかを判断するための基
準」(2006年金融庁告示第21号)に基づき算出しております。なお、当金庫は国
内基準により自己資本比率を算出しております。

★自己資本の充実度に関する事項 （単位：百万円）

項　　目
2023年９月期 2024年３月期 2024年９月期

リスク・
アセット

所要自己
資 本 額

リスク・
アセット

所要自己
資 本 額

リスク・
アセット

所要自己
資 本 額

イ．信用リスクアセット・
所要自己資本の額合計 62,125 2,485 60,322 2,412 61,322 2,452

①標準的手法が適用されるポート
フォリオごとのエクスポージャー 58,892 2,355 56,419 2,256 56,995 2,279

現金 － － － － － －

我が国の中央政府及
び中央銀行向け － － － － － －

外国の中央政府及び
中央銀行向け 72 2 72 2 72 2

国際決済銀行等向け － － － － － －

我が国の地方公共団体向け － － － － － －

外国の中央政府等以
外の公共部門向け － － － － － －

国際開発銀行向け － － － － － －

地方公共団体金融機構向け － － － － － －

我が国の政府関係機関向け 375 15 371 14 367 14

地方三公社向け 20 0 20 0 20 0

金融機関及び第一種金
融商品取引業者向け 8,071 322 7,279 291 7,292 291

法人等向け 30,645 1,225 29,614 1,184 29,550 1,182

中小企業等向け及び個人向け 10,119 404 10,505 420 10,833 433

抵当権付住宅ローン 1,391 55 1,330 53 1,269 50

不動産取得等事業向け 2,348 93 2,300 92 2,684 107

3ヵ月以上延滞等 26 1 15 0 33 1

取立未済手形 3 0 5 0 3 0

信用保証協会等による保証付 491 19 493 19 513 20

株式会社地域経済活性化
支援機構等による保証付 － － － － － －

出資等 58 2 58 2 58 2

上記以外 5,267 210 4,353 174 4,296 171

他の金融機関等の対象資本調
達手段のうち対象普通出資等
及び外部TLAC関連調達手段
に該当するもの以外のものに
係るエクスポージャー

1,200 48 － － － －

信用金庫連合会の対象普通出資
等であってコア資本に係る調整
項目の額に算入されなかった部
分に係るエクスポージャー

627 25 890 35 874 34

特定項目のうち調整項目に算入され
ない部分に係るエクスポージャー 464 18 480 19 474 18

上記以外のエクスポージャー 2,975 119 2,982 119 2,947 117

②証券化エクスポージャー － － － － － －
③リスク・ウェイトのみなし計
算が適用されるエクスポー
ジャー（ルック・スルー方式）

3,950 158 3,902 156 4,327 173

④経過措置によりリスク・アセッ
トの額に算入されるものの額 － －

⑤他の金融機関等の対象資本調達手
段に係るエクスポージャーに係る
経過措置によりリスク・アセット
の額に算入されなかったものの額

△720 △28 － － 　　－ 　　　－

⑥CVAリスク相当額を
8％で除して得た額 － － － － － －

⑦中央清算機関関連エクスポージャー 2 0 0 0 0 0

ロ．オペレーショナル・リスク 3,280 131 3,491 139 3,491 139

ハ．単体総所要自己資本額（イ＋ロ） 65,406 2,616 63,813 2,552 64,814 2,592

（注）１．所要自己資本の額＝リスクアセット×４%
２．「エクスポージャー」とは、資産（派生商品取引によるものを除く）並びに
オフバランス取引及び派生商品取引の与信相当額等のことです。

３．「３カ月以上延滞等」とは、元本又は利息の支払が約定支払日の翌日から３
カ月以上延滞している債務者に係るエクスポージャー及び「我が国の中央
政府及び中央銀行向け」から「法人等向け」（「国際決済銀行等向け」を除く）
においてリスク・ウェイトが150％になったエクスポージャーのことです。

４．当金庫は、基礎的手法によりオペレーショナル・リスクを算出しています。

５．単体総所要自己資本額＝単体自己資本比率の分母の額×４％

＜オペレーショナル・リスク（基礎的手法）の算定方法＞
粗利益（直近３年間のうち正の値の合計額）×15％
直近３年間のうち粗利益が正の値であった年数

項　　目 2023年
９月期

2024年
３月期

2024年
９月期

コア資本に係る基礎項目（１）

普通出資又は非累積的永久優先出資に係る
会員勘定の額 7,836 7,869 7,982

うち、出資金及び資本剰余金の額 1,242 1,250 1,239

うち、利益剰余金の額 6,593 6,643 6,742

うち、外部流出予定額　（△） － 24 －

うち、上記以外に該当するものの額 － － －
コア資本に係る基礎項目の額に算入される
引当金の合計額 131 165 166

うち、一般貸倒引当金コア資本算入額 131 165 166

うち、適格引当金コア資本算入額 － － －

その他コア資本に係る基礎項目の額に含まれる額 － － －

コア資本に係る基礎項目の額　（イ） 7,968 8,034 8,148

コア資本に係る調整項目（２）

無形固定資産（モーゲージ・サービシング・
ライツに係るものを除く。）の額の合計額 23 18 25

うち、のれん及びモーゲージ・サービシン
グ・ライツに係るもの以外の額 23 18 25

コア資本に係る調整項目の額　（ロ） 23 18 25

自己資本

自己資本の額   （（イ）ー（ロ））　（ハ） 7,944 8,015 8,123

リスク・アセット等（３）

信用リスク・アセットの額の合計額 62,125 60,322 61,322

うち、経過措置によりリスク・アセットの
額に算入される額の合計額 △ 720

うち、他の金融機関等向けエクスポージャー △ 720 － －

うち、上記以外に該当するものの額 －
オペレーショナル・リスク相当額の合計額を
８％で除して得た額 3,280 3,491 3,491

リスク・アセット等の額の合計額　（二） 65,406 63,813 64,814

自己資本比率

自己資本比率   （（ハ）／（ニ））　 12.14% 12.56% 12.53%

 ●損益状況の推移

● 預金貸出金残高

● 損 益 状 況

　当金庫ではお客様からお預かりした資金の一部を、信用力の高い債券を中心とした有価証券等で運用しております。

秋田信用金庫に対し、平素より格別のご愛顧を賜り、
心よりお礼申し上げます。
当金庫の2024年９月期の主な経営内容をお知らせい
たします。
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　預金につきましては、個人の定期性預金が流動性預
金へのシフト等により減少しましたが、法人の定期性
預金が増加したほか、流動性預金は、個人および一般
法人ともに増加したことから、前年同期比2,372百万
円増加しました。    
　貸出金につきましては、店舗や賃貸物件の建設資金
および再生可能エネルギー関連等の設備資金の実行
に加え、個人ローン残高が増加し、前年同期比2,303
百万円増加しました。     
     

 　業務純益は、貸出金残高の増加や市場金利の上昇等による資金運用
収益の増加を主因に、業務収益が前年同期比56百万円増加しましたが、
預金利息、役務取引等費用および経費の増加等から、業務費用は同84
百万円の増加となり、同28百万円減少の196百万円の計上となりました。
　また、経常利益は、業務純益の減少に加え、貸倒引当金等信用コス
トの増加や臨時収益の減少（前年同期は、信用コストの戻入益や豪雨
災害に伴う損害保険金を計上）から、前年同期比73百万円減少の171
百万円の計上となり、法人税および法人税等調整額計上後の当期純利
益は、同73百万円減少の124百万円の計上となりました。
　◆2024年９月期実質業務純益　197百万円
　　実質業務純益は、業務純益から一般貸倒引当金繰入額の影響を除いたもので、
前年同期比27百万円減少しました。  
　  ◆2024年９月期コア業務純益　200百万円（うち投資信託解約益２百万円） 
　コア業務純益は、実質業務純益から国債等債券損益の合計額を除いて算出さ
れた本来業務から得られる利益のことで、前年同期比24百万円減少しました。  
     

 ◆貸出金業種別構成比

 ◆預貸金の推移

業況及び諸比率の推移
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● 自己資本の充実の状況等● 有価証券の状況

● 開示債権の状況

2024年９月期の業績

　2024年９月期の不良債権比率は、不良債権残高の減少と貸出金残高の増加から、前年同期比0.20ポイント低下し5.25％となり
ました。また、不良債権の95.44％が貸倒引当金や担保・保証等 により保全され、さらに自己資本となる純資産6,806百万円を有
し万全を期しております。 

１．売買目的有価証券　　　該当する取引はありません。
２．満期保有目的の債券

（注）時価を把握することが極めて困難と認められる有価証券のうち、主なものの内容と貸借対照表計上額は次の通りです。 
　　・その他有価証券  
　　　秋田まちづくりファンド 24百万円
　　　非上場株式 33百万円

３．その他有価証券 （単位：百万円）

種　　類
2023年９月期 2024年３月期 2024年９月期

貸借対照表
計　上　額 取得原価 差　　額 貸借対照表

計　上　額 取得原価 差　　額 貸借対照表
計　上　額 取得原価 差　　額

貸借対照表計上
額が取得原価を
超えるもの

株　　式 － － － － － － － － －
国内債券 5,362 5,278 84 5,545 5,459 86 4,022 3,957 65
そ の 他 7,126 6,552 574 7,742 7,088 654 8,260 7,588 672
小　　計 12,489 11,830 658 13,288 12,547 740 12,283 11,545 738

貸借対照表計上
額が取得原価を
超えないもの

株　　式 － － － － － － － － －
国内債券 15,513 16,180 △    667 14,640 15,171 △    530 16,455 17,062 △    606
そ の 他 16,446 18,241 △ 1,794 15,846 17,071 △ 1,224 15,374 16,681 △ 1,307
小　　計 31,960 34,422 △ 2,462 30,487 32,242 △ 1,755 31,830 33,744 △ 1,913

合　　　計 44,449 46,253 △ 1,803 43,775 44,789 △ 1,014 44,113 45,289 △ 1,175

 ◆保有有価証券等の時価情報

（注）○「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」は、破産、会社更生、再生手続等の事由により経営破綻に陥っている債務者に対する債権及び
これらに準ずる債権で、債務者区分が破綻先および実質破綻先に該当する債権です。

　　○「危険債権」は、債務者が経営破綻の状態には至っていないが、財政状態及び経営成績が悪化し、契約に従った債権の元本及び利息の受
取ができない可能性の高い債権で、債務者区分が破綻懸念先に該当する債権です。

　　○「要管理債権」は、債務者区分が要注意先に該当する債権のうち、3ヵ月以上延滞債権及び貸出条件緩和債権に該当する債権です。
　　○「正常債権」は、債務者の財政状態及び経営成績に特に問題のない債権であり、「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」、「危険債権」、「要

管理債権」以外の債権をいいます。
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（単位：百万円）

（単位：百万円）

種　　類
2023年９月期 2024年３月期 2024年９月期

貸借対照表
計　上　額 時　　価 差　　額 貸借対照表

計　上　額 時　　価 差　　額 貸借対照表
計　上　額 時　　価 差　　額

時価が貸借対照
表計上額を超え
るもの

国内債券 － － － － － － － － －
そ の 他 100 102 2 100 101 1 100 102 2
小　　計 100 102 2 100 101 1 100 102 2

時価が貸借対照
表計上額を超え
ないもの

国内債券 － － － － － － － － －
そ の 他 － － － － － － － － －
小　　計 － － － － － － － － －

合　　　計 100 102 2 100 101 1 100 102 2

　信用金庫は、国内に特化する金融機関であることから、国
内基準で４％以上の自己資本比率を維持することが義務付け
られております。2024年９月期の自己資本比率は、利益計上
による自己資本の増加等から前年同期比0.39ポイント上昇の
12.53％となり、国内基準を大幅に上回る水準となっており
ます。

★自己資本の構成に関する事項 （単位：百万円）

 ◆自己資本比率の推移

（注）自己資本比率の算出方法を定めた「信用金庫法第89条第１項において準用する
銀行法第14条の２の規定に基づき、信用金庫及び信用金庫連合会がその保有す
る資産等に照らし自己資本の充実の状況が適当かどうかを判断するための基
準」(2006年金融庁告示第21号)に基づき算出しております。なお、当金庫は国
内基準により自己資本比率を算出しております。

★自己資本の充実度に関する事項 （単位：百万円）

項　　目
2023年９月期 2024年３月期 2024年９月期

リスク・
アセット

所要自己
資 本 額

リスク・
アセット

所要自己
資 本 額

リスク・
アセット

所要自己
資 本 額

イ．信用リスクアセット・
所要自己資本の額合計 62,125 2,485 60,322 2,412 61,322 2,452

①標準的手法が適用されるポート
フォリオごとのエクスポージャー 58,892 2,355 56,419 2,256 56,995 2,279

現金 － － － － － －

我が国の中央政府及
び中央銀行向け － － － － － －

外国の中央政府及び
中央銀行向け 72 2 72 2 72 2

国際決済銀行等向け － － － － － －

我が国の地方公共団体向け － － － － － －

外国の中央政府等以
外の公共部門向け － － － － － －

国際開発銀行向け － － － － － －

地方公共団体金融機構向け － － － － － －

我が国の政府関係機関向け 375 15 371 14 367 14

地方三公社向け 20 0 20 0 20 0

金融機関及び第一種金
融商品取引業者向け 8,071 322 7,279 291 7,292 291

法人等向け 30,645 1,225 29,614 1,184 29,550 1,182

中小企業等向け及び個人向け 10,119 404 10,505 420 10,833 433

抵当権付住宅ローン 1,391 55 1,330 53 1,269 50

不動産取得等事業向け 2,348 93 2,300 92 2,684 107

3ヵ月以上延滞等 26 1 15 0 33 1

取立未済手形 3 0 5 0 3 0

信用保証協会等による保証付 491 19 493 19 513 20

株式会社地域経済活性化
支援機構等による保証付 － － － － － －

出資等 58 2 58 2 58 2

上記以外 5,267 210 4,353 174 4,296 171

他の金融機関等の対象資本調
達手段のうち対象普通出資等
及び外部TLAC関連調達手段
に該当するもの以外のものに
係るエクスポージャー

1,200 48 － － － －

信用金庫連合会の対象普通出資
等であってコア資本に係る調整
項目の額に算入されなかった部
分に係るエクスポージャー

627 25 890 35 874 34

特定項目のうち調整項目に算入され
ない部分に係るエクスポージャー 464 18 480 19 474 18

上記以外のエクスポージャー 2,975 119 2,982 119 2,947 117

②証券化エクスポージャー － － － － － －
③リスク・ウェイトのみなし計
算が適用されるエクスポー
ジャー（ルック・スルー方式）

3,950 158 3,902 156 4,327 173

④経過措置によりリスク・アセッ
トの額に算入されるものの額 － －

⑤他の金融機関等の対象資本調達手
段に係るエクスポージャーに係る
経過措置によりリスク・アセット
の額に算入されなかったものの額

△720 △28 － － 　　－ 　　　－

⑥CVAリスク相当額を
8％で除して得た額 － － － － － －

⑦中央清算機関関連エクスポージャー 2 0 0 0 0 0

ロ．オペレーショナル・リスク 3,280 131 3,491 139 3,491 139

ハ．単体総所要自己資本額（イ＋ロ） 65,406 2,616 63,813 2,552 64,814 2,592

（注）１．所要自己資本の額＝リスクアセット×４%
２．「エクスポージャー」とは、資産（派生商品取引によるものを除く）並びに
オフバランス取引及び派生商品取引の与信相当額等のことです。

３．「３カ月以上延滞等」とは、元本又は利息の支払が約定支払日の翌日から３
カ月以上延滞している債務者に係るエクスポージャー及び「我が国の中央
政府及び中央銀行向け」から「法人等向け」（「国際決済銀行等向け」を除く）
においてリスク・ウェイトが150％になったエクスポージャーのことです。

４．当金庫は、基礎的手法によりオペレーショナル・リスクを算出しています。

５．単体総所要自己資本額＝単体自己資本比率の分母の額×４％

＜オペレーショナル・リスク（基礎的手法）の算定方法＞
粗利益（直近３年間のうち正の値の合計額）×15％
直近３年間のうち粗利益が正の値であった年数

項　　目 2023年
９月期

2024年
３月期

2024年
９月期

コア資本に係る基礎項目（１）

普通出資又は非累積的永久優先出資に係る
会員勘定の額 7,836 7,869 7,982

うち、出資金及び資本剰余金の額 1,242 1,250 1,239

うち、利益剰余金の額 6,593 6,643 6,742

うち、外部流出予定額　（△） － 24 －

うち、上記以外に該当するものの額 － － －
コア資本に係る基礎項目の額に算入される
引当金の合計額 131 165 166

うち、一般貸倒引当金コア資本算入額 131 165 166

うち、適格引当金コア資本算入額 － － －

その他コア資本に係る基礎項目の額に含まれる額 － － －

コア資本に係る基礎項目の額　（イ） 7,968 8,034 8,148

コア資本に係る調整項目（２）

無形固定資産（モーゲージ・サービシング・
ライツに係るものを除く。）の額の合計額 23 18 25

うち、のれん及びモーゲージ・サービシン
グ・ライツに係るもの以外の額 23 18 25

コア資本に係る調整項目の額　（ロ） 23 18 25

自己資本

自己資本の額   （（イ）ー（ロ））　（ハ） 7,944 8,015 8,123

リスク・アセット等（３）

信用リスク・アセットの額の合計額 62,125 60,322 61,322

うち、経過措置によりリスク・アセットの
額に算入される額の合計額 △ 720

うち、他の金融機関等向けエクスポージャー △ 720 － －

うち、上記以外に該当するものの額 －
オペレーショナル・リスク相当額の合計額を
８％で除して得た額 3,280 3,491 3,491

リスク・アセット等の額の合計額　（二） 65,406 63,813 64,814

自己資本比率

自己資本比率   （（ハ）／（ニ））　 12.14% 12.56% 12.53%

 ●損益状況の推移

● 預金貸出金残高

● 損 益 状 況

　当金庫ではお客様からお預かりした資金の一部を、信用力の高い債券を中心とした有価証券等で運用しております。

秋田信用金庫に対し、平素より格別のご愛顧を賜り、
心よりお礼申し上げます。
当金庫の2024年９月期の主な経営内容をお知らせい
たします。
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（単位：百万円）
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大切にしたい  あなたとのつながり

AKISHIN トピックス

TOPICS上半期

　今年は７人の新入職員が入庫しました。お取引
先の皆様にもご指導いただきながら、一日も早く
独り立ちし皆様のお役に立てるよう育成してまい
ります。

　８月３日より開催された秋田竿燈祭りに、「柳町」
（大町４丁目）へスポンサー竿燈として参加しまし
た。地域貢献の一環として当金庫職員も15名が参
加し、会場の皆様から大きな拍手をいただきました。

　当金庫横手支店につきまして、建物老朽化によ
る店舗の建替工事に伴い、５月13日より、旧秋田
県信用保証協会横手・湯沢支所であった建物を仮
店舗として賃借し、移転しました。
　工事期間中は皆様には何かとご不便とご迷惑を
お掛けいたしますが、何卒ご理解とご協力のほど、
よろしくお願い申し上げます。
　なお、新店舗のオープンは、2025年６月を予定
しております。

　４月１日より、ジェンダー平等の実現や環境問
題への配慮等のため、女性職員の制服廃止および
男性職員のネクタイ着用自由化を実施することと
しました。
　金庫役職員一同、引き続きお客様の良きパート
ナーとして、身近に感じていただける金融機関を
目指して取り組んでまいります。

　当金庫では、一般社団法人日本カーシェアリン
グ協会が提供する「災害時返却カーリース」を活
用し、営業車両６台を導入しております。
　「災害時返却カーリース」は、大規模災害が発生
した際に、10日以内に同協会が指定する場所に返
却することが条件となるカーリース契約で、７月
に発生した秋田・山形豪雨では、同協会の現地調
査により支援ニーズを確認した山形県酒田市に当
該リース車両６台が配備され、８月７日より被災
者等に無償で貸与されることとなりました。
　当金庫では、引続き同協会との連携を通じ、災
害時にも大きな力を発揮できる助け合いの意識を
醸成するとともに、ＳＤＧｓの達成に向けた取り
組みを推進してまいります。

秋田信用金庫 入庫式

秋田竿燈祭りに
「スポンサー竿燈」として参加

横手支店の仮店舗への移転

女性職員の制服廃止・
男性職員のネクタイ着用自由化

災害時返却カーリースによる
被災地への当金庫営業車両の
無償貸出支援

4月
８月

５月

SDGs目標

　６月25日、第75回通常総代会を開催し、2023
年度決算について報告し、同剰余金処分案等につ
いて決議しました。

　７月１日、県内５金融機関（当金庫、羽後信用
金庫、秋田銀行、北都銀行、秋田県信用組合）は、
政府、産業界、金融界が推進している「手形小切
手の全面的な電子化」に向けて、お取引先への周
知活動や電子化支援に、連携して取り組むことと
しました。
　５金融機関が、統一して共通ポスターの店頭掲
示や共通リーフレットの配布を行い、インターネッ
トバンキングやでんさいといった電子的決済手段
への早期移行をサポートする取り組みを行ってま
いります。

　７月９日、2024年度のモニター会議を開催し、
2023年度決算の状況等について報告しました。

　秋田県では、官民を挙げて大卒者等の更なる県
内定着・回帰を促進するため、本県産業の新時代
への挑戦に向けて、飛躍を目指す企業と連携し、
県内就職者の経済的負担を軽減する、新たな奨学
金返還助成制度を創設しました。
　当金庫では、秋田県の人口減少対策への協力と
いう地域貢献の観点に加え、就活生へのアピール
と職員の福利厚生の向上を目的とし、本制度へ登
録しました。

　９月14日～16日、「第26回あきしん杯争奪少年
サッカー大会」を開催しました。地域との共生と
青少年の健全育成を目的として、秋田市サッカー
協会との共催により開催しており、今年も21チー
ムが参加しました。　

「第75回通常総代会」開催

「手形・小切手の全面的な電子化」に
　　　　　向けた県内金融機関連携

「2024年度モニター会議」開催

「あきた企業連携型奨学金
　　　　　返還助成制度」への登録

「第26回あきしん杯争奪
             少年サッカー大会」開催

６月

９月

６月

７月

SDGs目標

SDGs目標

SDGs目標

SDGs目標

　

特殊詐欺被害防止に
向けた取り組み

　昨今の高齢者を狙った特殊詐欺は年々巧妙化しており、
地元紙にも毎日のように被害状況が掲載されるなど地域
の大きな問題となっています。
　こうした状況を踏まえ、10月
15日の年金支給日に、当金庫、
羽後信用金庫、富国生命保険相
互会社、秋田県警察の４団体が
共同で、特殊詐欺被害を防ぐ合
言葉「あきた」を掲載したチラ
シを来店顧客に配布し、被害防
止に向けた啓蒙活動を実施しま
した。

SDGs目標

A k i t a  S h i n k i n  B a n k
ディスクロージャー

DISCLOSURE
2024 4～9月

大切にしたい あなたとのつながり

あきしんの現況
秋田信用金庫半期開示ディスクロージャー誌

商品のご案内

詳しくは、店頭窓口またはホームページにてご確認ください。
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